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１．新東名開通後３ヶ月間の平均交通量の変化

・ 新東名の開通後３ヶ月間の平均交通量は、全日４０千台/日、平日３６千台/日、
休日４８千台/日でした。

・ 静岡県内の新東名と東名の交通量の合計は平日が１４％、休日が１５％それぞれ増
加しました。

■平均交通量（全日）

153
52

1

TOPICS 新東名と東名のTOP３

新東名と東名の交通量に関するTOP３を紹介します。

出典：NEXCO中日本、国土交通省 交通量計測データ

（御殿場ＪＣＴ～三ヶ日ＪＣＴ間の交通量を集計）

開通前：平成23年4月17日（日）～7月16日（土）

開通後：平成24年4月15日（日）～7月14日（土）

◆新東名区間交通量ＴＯＰ3 ◆東名区間交通量減少量ＴＯＰ3

順

位
区間名

交通量
(千台/日)

１
位

新 富 士 I C ～ 新 清 水 I C 46.４

２
位

新清水IC～新清水JCT 4４.６

３
位

長泉沼津IC～新富士IC 43.５

順

位
区間名

交通量
(千台/日)

１
位

清水ＪＣＴ～清水IC ▲36.8
(70.7→33.9)

２
位

沼 津 Ｉ Ｃ ～ 富 士 I C ▲33.6
(73.２→39.6)

３
位

富士 川Ｓ Ａ ～清 水J CT ▲33.2
(70.7→37.5)

凡例：交通量前年比

：35千台/日～

：25千～35千台/日

：0～25千台/日

：▲25千～0千台/日

：▲25千～▲30千台/日～

：～▲30千台/日

72.2
42.6

39.9
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82.5
14％増

41％減

（48％）

（52％）

東名 新東名
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■平均交通量（平日）

■平均交通量（休日）

153
52

1

出典：NEXCO中日本、国土交通省 交通量計測データ

（御殿場ＪＣＴ～三ヶ日ＪＣＴ間の交通量を集計）

開通前：平成23年4月17日（日）～7月16日（土）の休日（土曜・日曜・祝日）

開通後：平成24年4月15日（日）～7月14日（土）の休日（土曜・日曜・祝日）

凡例：交通量前年比

：45千台/日～

：25千～45千台/日

：0～25千台/日

：▲25千～0千台/日

：▲25千～▲35千台/日～

：～▲35千台/日

153
52

1

出典：NEXCO中日本、国土交通省 交通量計測データ

（御殿場ＪＣＴ～三ヶ日ＪＣＴ間の交通量を集計）

開通前：平成23年4月17日（日）～7月16日（土）の平日

開通後：平成24年4月15日（日）～7月14日（土）の平日

凡例：交通量前年比

：35千台/日～

：25千～35千台/日

：0～25千台/日

：▲25千～0千台/日

：▲25千～▲30千台/日～

：～▲30千台/日
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42.0
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２．新東名開通後３ヶ月間のＩＣ利用交通量の変化

・ 静岡県内の新東名と東名の全ＩＣ（インターチェンジ）利用交通量は、

平日で１４％、休日で３０％とそれぞれ増加しており、行動圏の拡大や来県者の

増加が想定されます。

■ＩＣ利用交通量（全日）

■ＩＣ利用交通量（平日）

■ＩＣ利用交通量（休日）

139 131

35

0
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100

150

200

開通前 開通後

（千台/日）

166

出典：NEXCO中日本 交通量計測データ

（料金所を通過した台数の日あたり平均値（１回

の利用につき１台カウント））

開通前：平成23年4月17日（日）～7月16日（土）

開通後：平成24年4月15日（日）～7月14日（土）

TOPICS 新東名と東名のＩＣ利用交通量TOP３

新東名と東名のＩＣ利用交通量に関するTOP３を紹介します。

◆新東名ＩＣ利用交通量ＴＯＰ3 ◆東名ＩＣ利用交通量減少量ＴＯＰ3

順

位
区間名

利用交通量

(千台/日)

１
位

新富士IC 7.0

２
位

長泉沼津IC 5.9

３
位

新静岡IC 4.0

順

位
区間名

利用交通量

(千台/日)

１
位

富士IC
▲4.0

(12.6→8.6)

２
位

沼津IC ▲3.0
(16.4→13.4)

３
位

清水IC ▲1.4
(9.1→7.7)

19％増
東名

新東名

東名

新東名

東名

新東名
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174
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３．新東名開通後３ヶ月間の渋滞状況

・ 開通後３ヶ月間に静岡県内で発生した１０㎞以上の渋滞は５回で、いずれもゴール

デンウィーク期間中に発生しました。

・ 昨年同時期に東名の静岡県内で発生していた渋滞回数と比較すると、約９割減少し

ました。

■渋滞状況の変化

開通前 開通後

９割減

5回

71回
【
渋
滞
回
数
】

（回） 東名１回
新東名４回

東 名

このうち５７回は

ＧＷ期間中に発生

出典：NEXCO中日本データ

交通集中に伴う10km以上の渋滞回数

開通前：平成23年4月17日（日）～7月16日（土）

開通後：平成24年4月15日（日）～7月14日（土）

開通後

開通前 富士川橋付近

富士川橋付近
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４．新東名および東名の旅行速度と交通事故の変化

・ 東名の平均旅行速度は、新東名開通後、約２km/h上昇しました。

・ 新東名と東名における人身事故件数は、昨年同時期に東名で発生した件数と比較す

ると約２割減少しました。

■旅行速度の変化

■交通事故の変化

凡 例

出典：NEXCO中日本 交通量計測データ

開通前：平成23年4月17日（日）～7月16日（土）

開通後：平成24年4月15日（日）～7月14日（土）

旅行速度は、御殿場JCT～三ヶ日JCT間
※
の各区間の旅行速度の平均値。

※東名の80km/h規制区間及び連絡路は対象としない。

開通前

開通後

東名

東名

新東名

約８９（km/h）

約９1（km/h）

約９７（km/h）

東名の

速度が上昇

出典：静岡県警記者発表

開通前：平成23年4月14日（木）～7月13日（水）

開通後：平成24年4月14日（土）～7月13日（金）

全事故数

１割減少

人身事故数

２割減少

新東名

東名

全事故数

人身事故数
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５．新東名と東名の大型車平均移動距離の変化

・ 新東名の大型車の平均移動距離は約２７０kmである一方、東名は約１８０kmから

１２０kmに減少し、東名の移動距離の長い通過交通が新東名に転換しました。

・ 東名の大型車の平均交通量は、開通前に比べ減少しました。

（２.６万台／日→１.５万台／日）

■大型車平均交通量と平均移動距離の変化

２

出典：NEXCO中日本データ

開通前：平成23年4月17日（日）～7月16日（土）

開通後：平成24年4月15日（日）～7月14日（土）

TOPICS 新東名と東名利用の燃費比較

◆ 新東名は、東名に比べ走行性や安全性に重視した道路線形です。

（御殿場ＪＣＴ～三ケ日ＪＣＴ間）

◆ 東京～名古屋間の利用の場合、新東名は、東名に比べ約７％燃費が向上する結果となりま

した。

◆新東名を年間で利用した場合には、東名利用と比較して約３８万円の節約となります。

(社)全国物流ネットワーク協会が調査を実施

・調査期間：平成 24 年 3月及び 4月

・調査方法：数社のサンプリング調査

・対象車両：東京ＩＣ～名古屋ＩＣ間の直行

便トラック

年間利用の場合

約３８万円の節約
１往復で軽油約 13.9ℓ節約

新東名(静岡県)インパクト調整会議による試算

・利用条件：1ヶ月 20 日で 12 か月稼働

・延 長：東名 325.5km、新東名 315.4km

4.74

4.43

4.0 4.2 4.4 4.6 4.8

新東名

東名

(km/l)

4.74

4.43

4.0 4.2 4.4 4.6 4.8

新東名

東名

(km/l)

2.6万（台/日）

1.4万（台/日）

1.5万（台/日）

開通前 開通後

燃費向上率

６.６４％

0.0

約180km

約270km

約120km
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６．静岡県内の主要断面における平均交通量（新東名・東名・国道）の変化

・ 静岡県内の主要断面における新東名、東名、国道の断面交通量は、平日・休日とも

全体で最大１．１倍の増加となりました。

・ 地域別では、静岡県西部断面と静岡県中部断面は増加傾向ですが、静岡県東部断面

は横ばいとなっています。

・ 並行する国道は、国道１号静清バイパスが４車化整備された静岡県中部断面におい

て増加傾向がみられますが、全体的に大きな変化はみられませんでした。

③静岡県西部断面 ②静岡県中部断面 ①静岡県東部断面

③静岡県西部断面 ②静岡県中部断面 ①静岡県東部断面
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③ 静岡県西部断面

① 静岡県東部断面

（ ）は仮称

平
・
休
日

② 静岡県中部断面

全

日

出典：NEXCO中日本、国土交通省 交通量計測データ

平日開通前：平成23年4月17日（日）～7月16日（土）の平日

平日開通後：平成24年4月15日（日）～7月14日（土）の平日

休日開通前：平成23年4月17日（日）～7月16日（土）の休日（土曜・日曜・祝日）

休日開通後：平成24年4月15日（日）～7月14日（土）の休日（土曜・日曜・祝日）

新東名 東名 国道1号

1.1倍

新東名 東名 国道1号 新東名 東名 国道246号

1.0倍

新東名 東名 国道1号 新東名 東名 国道1号

平日 休日

新東名 東名 国道246号

1.1倍
1.1倍

1.0倍

1.1倍

1.1倍 1.1倍
1.0倍

平日 休日 平日 休日
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７．新東名へのアクセス道路開通に伴う生活道路の変化

・ 浜松市内では、新東名へのアクセス道路の開通により、生活道路を通過する交通が

約７割減少しました。

・ 地元の交通状況を良く知る方からは「通学路の安全性が向上した」との声がありま

した。

200

670

0

200

400

600

800

バイパス開通前 バイパス開通後

（台/2H）

バイパス開通後、交通量

が少なくなって、子ども達も

安全に通学できる様になっ

たと思っています。
市道浜北芝本天竜川線 交通誘導員

開通前：Ｈ24.3.13 開通後：Ｈ24.5.17 AM7:00～9:00

芝本駅入口交差点右左折車両の交通量

約7割減

開通後
生活道路（通学路）

開通前

国道152号バイパス開通
（平成24年3月28日）

市道浜北芝本駅

天竜川線

遠
州
鉄
道

写真

平成24年3月早朝撮影 平成24年７月早朝撮影

通学路

：通学路

：開通前

：開通後

至

浜
松
SA

スマート

IC
至

森
掛
川
IC
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８．高速道路アクセスの向上と市街地への交通分散効果

・ 新東名の開通に伴い、アクセス道路となる(主)山脇大谷線および静清バイパスの交

通量がそれぞれ約１割増加しました。

・ (主)山脇大谷線の整備によるアクセス性の向上、および静清バイパスの４車線化に

より静岡市街地への交通の分散が図られています。

48.6 51.5
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・ これまで東名静岡ＩＣまで３０分以

上掛かったが、新東名新静岡ＩＣへ

は１０分程度でアクセスでき非常に

助かっています。

「静岡県赤十字血液センター」

（主）山脇大谷線交通量（平日）

1割増

（主）山脇大谷線

至 静岡市街地

至 新静岡ＩＣ

国道1号静清バイパス4車線化
（平成24年2月14日）

132144

40

0

50

100

150

200

開通前 開通後

（百台/日）

東名静岡ＩＣ 新東名新静岡ＩＣ

172

ＩＣ利用交通量（全日）

出典：NEXCO中日本 交通量計測データ

開通前：平成23年4月17日（日）～7月16日（土）

開通後：平成24年4月15日（日）～7月14日（土）

1割増

開通後（４車線化後）

新東名開通後、

交通量は増加したが、

上下線とも渋滞解消

2割増

開通前（４車線化前）

アクセス

性の向上

交通の

分散

交通の

分散

出典：静岡市 交通量計測データ

開通前：平成23年11月24日（木）

開通後：平成24年5月17日（木）

国道1号静清バイパス交通量（平日）

昭
府
IC

出典：国土交通省 交通量計測データ

開通前：平成24年2月9日（木）

開通後：平成24年5月17日（木）

昭
府
IC

至 唐瀬IC

至 平和IC

至 平和IC

至 唐瀬IC

渋滞が

発生
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９．新東名の商業施設(ネオパーサ)の利用状況

・ 新東名の商業施設であるネオパーサ（７箇所）の３ヶ月間の来場者数は、

約１,３００万人でした。

・ ネオパーサ施設管理者からは、高速道路利用者だけでなく「約１割が一般道側から

の利用」といった声がありました。

■高速道路商業施設の利用状況

ネオパーサ静岡 ネオパーサ駿河湾沼津

ネオパーサ浜松 ネオパーサ清水
出典：NEXCO中日本

来場者数は平成24年4月14日～7月14日までの、各NEOPASA出入口での観測結果

ＮＥＯＰＡＳＡ駿河湾沼津は、上下線の商業施

設とも大変ロケーションに恵まれていることが人気

の最大の理由です。また来場者のうち、約１割の

方がぷらっとパーク（一般道側）からご利用いただ

いております。

Ｈ24年7月撮影

出典：ＮＥＯＰＡＳＡ駿河湾沼津総支配人ヒアリング

Ｈ24年5月撮影

Ｈ24年7月撮影 Ｈ24年7月撮影
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１０．県内の主要な観光施設の来客状況

・ 新東名の開通により高速道路からのアクセス性が向上した観光施設では、観光客が増

加するなどの変化がありました。

■ あさぎりフードパーク

■ 沼津港周辺の観光施設

444
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開通前
(Ｈ22)

開通前
(Ｈ23)

開通後
(Ｈ24)

10

51

142
161
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200

月 4月 5月 6月4月

（台）

新
東
名
開
通
後

・平成24年4月1日にオープ

ンし、新東名開通後に団体バ

スの利用は増加しました。

・乗用車利用も多く、首都圏

が3割、名古屋方面が3割、

残りは静岡県内です。

団体バス利用台数

18％増加

出典：あさぎりフードパークヒアリング

・開通前は関東方面（東京２３区や神

奈川）が多かったが、開通後は、

名古屋方面からの利用が増加して

います。

・また、新東名からのアクセス方法な

ど問い合わせ件数も増えていま

す。

沼津港のバス専用駐車場利用状況

出典：沼津市産業振興部観光交流課資料

開通前（H22）：平成22年5月・6月

開通前（H23）：平成23年5月・6月

開通後（H24）：平成24年5月・6月

１５％増加

沼津港周辺観光施設

長
泉
沼
津
IC

あさぎり

フードパーク

平成24年4月1日～

西富士道路無料化

出典：沼津港周辺観光施設ヒアリング

あさぎりフードパーク提供

78
119

90

0

50

100

150

200

開通前 開通後

（百台/日）

東名富士ＩＣ 新東名新富士ＩＣ

168

134
165

77

0

50

100

150

200

250

開通前 開通後

（百台/日）

東名沼津ＩＣ 新東名長泉沼津ＩＣ

211

41％増加

ＩＣ利用交通量（休日）

ＩＣ利用交通量（休日）

(台)

27％増加

出典：あさぎりフードパーク資料

平成 24 年 4 月･5 月･6 月

出典：NEXCO中日本 交通量計測データ

開通前：平成23年4月17日（日）～7月16日（土）

開通後：平成24年4月15日（日）～7月14日（土）
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■ 大井川鐵道

■ 竜ヶ
り ゅ う

岩
がし

洞
どう

42

53

0

10

20

30

40

50

60

開通前 開通後

（千人）

32

40

0

10

20

30

40

50

開通前 開通後

（千人）

129 123

14

0

50

100

150

200

開通前 開通後

（百台/日）

137

出典：竜ヶ岩洞管理事務所ヒアリング

・行きは東名、帰りは新東名とIC

を選択できるようになり、観光

周遊性が大幅に改善し、滞在時

間も１～２時間拡大していま

す。

・新たに他の施設との共通チケッ

トを販売開始し、周遊の促進に

期待しています。

・最近の鉄道ブームに新東名開

通がはずみをつけ来訪者数が

伸びたものと考えています。

・秋に予定しているＳＬフェス

タでは例年より多くの来場を

期待しています。

出典：大井川鐵道ヒアリング

出典：大井川鐡道提供資料
開通前：平成23年5月・6月

開通後：平成24年5月・6月

竜ヶ岩洞
り ゅ う が し ど う

入込客数

大井川鐵道利用者数

新東名と交差するＳＬ

２５％増加

２６％増加

寸又峡温泉

道の駅
川根温泉

道の駅
奥大井音戯の郷

千頭温泉

井川

千頭

家山

神尾

新金谷

島田金谷IC

20分

竜ヶ
り ゅ う

岩
がし

洞
どう

竜ヶ
り ゅ う

岩
がし

洞
どう

７分

3033

31

0

20

40

60

80

100

開通前 開通後

（百台/日）

東名相良牧之原ＩＣ 新東名島田金谷ＩＣ

61

ＩＣ利用交通量（休日）

ＩＣ利用交通量（休日）

イベント開催時

85％増加

6％増加

10分

出典：NEXCO中日本 交通量計測データ

開通前：平成23年4月17日（日）～7月16日（土）

開通後：平成24年4月15日（日）～7月14日（土）

30分

周遊が

可能に

方広寺

東名浜松西IC 新東名浜松いなさIC

相良牧之原IC

出典：竜ヶ岩洞管理事務所資料
開通前：平成23年4月・5月・6月

開通後：平成24年4月・5月・6月
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１１．企業活動における効果

・浜松市北区・浜北区の企業へのアンケート調査では、新東名の開通により「出発時間

を遅くできるようになった」や「目的地付近での待ち時間が減った」とする意見があ

りました。

・また、６割の企業から「新東名の開通により企業活動に効果があった」と回答があり

ました。

■浜松市北区･浜北区の企業（53社）への電話アンケート調査結果（平成24年7月上旬に実施）

企業活動における主な効果(自由意見抜粋)

変わらない
67%

とても効果が
あったと思う

20%

まあまあ効果
があったと思う

44%

あまり効果は
無かったと思う

23%

わからない
13%

Ｑ１：新東名開通後、これまで主に利用し

ていた高速のＩＣが変わりましたか？

Ｑ２：開通前に主に利用してい

た東名ＩＣ

Ｑ３：開通後に主に利用して

いる新東名ＩＣ

Ｑ４：高速道路を利用する際の出発時間に変化

はありましたか？

【利便性の向上（ＩＣアクセス性の向上・時間短縮等）】

・ 疲れにくい。時間短縮できるようになった

・ 新東名浜松ＳＡからスマートインターで乗り降りが出来るので、時間短縮につながっている

・ 到着時間が少し早くなり、心理的に余裕ができた

・ 選択が広がった

【新東名の走行性に対する声】

・ 道幅が広く、運転しやすい

・ 疲れにくい

【東名に対する声】

・ 東名の交通量が減って走りやすくなった

N=51

変わらない
39%

方面別に使
い分けるよ
うになった

18%

新東名のＩＣ
を主に使う
ようになった

43%

Ｑ５：目的地（輸送先・営業先）付近での“待ち時間”

に変化はありましたか？

N=31

N=30

Ｑ６：総じて、新東名の開通が御社への企業活動に効果

はありましたか？

N=30

変わらない
58%

新東名開
通前よりも
遅く出発で
きるように
なった
42%

浜
松
浜
北
IC

浜
松
西
IC

浜
松
IC

調査範囲
三
ヶ
日
JCT

浜
松
SA
ｽﾏｰﾄ
IC

三
ヶ
日
IC

浜松いなさJCT

浜松いなさIC

48%

68%

16%

0%

0% 20% 40% 60% 80%

浜松IC

浜松西IC

三ヶ日IC

その他

45%

58%

6%

0%

0% 20% 40% 60% 80%

浜松浜北IC

浜松SA
スマートIC

浜松いなさIC

その他

N=31 N=31

新東名開通前より

も“待ち時間”が 短

縮した33%

複数回答含 複数回答含

64％
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１２．東名通行止め時にダブルネットワーク効果が発現

・５月１８日に発生した東名の大型車の事故による通行止め（４時～１６時）では、新

東名の交通量が前週の１.８倍となり、迂回によるダブルネットワーク効果が発現し

ました。

平成24年5月18日 東名焼津IC～吉田IC（下り）が事故により通行止めが発生

通行止め時の主な情報提供状況

ＶＩＣＳ 所要時間情報板

「新東名と東名をラダー状（はしご状）に結ぶ道路」

0

5

10

15

20

2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718

前週同時間 事故規制実施時（百台/ｈ）

下り線

通行止め

藤枝

岡部IC

新東名島田金谷～藤枝岡部間

交通量1.８倍

焼津IC
吉田IC

島田金谷IC

相良牧之原ＩＣ

下り：富士川ＳＡ～清水JCT間

通行規制を表示→

国道１号 志戸呂 志戸呂

並行する新東名

を迂回利用

0

2

4

6

8

10

2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314 15161718

前週同時間 事故規制実施時（百台/ｈ）

島田金谷IC 出口交通量

2.3倍

0

2

4

6

8

10

2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1314 15161718

前週同時間 事故規制実施時（百台/ｈ）

藤枝岡部IC 入口交通量

2.0倍

0

2

4

6

8

10

2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718

前週同時間 事故規制実施時（百台/ｈ）

焼津IC 出口交通量

1.6倍

島田金谷ＩＣ 出口交通量 藤枝岡部ＩＣ 入口交通量

焼津ＩＣ 出口交通量

相良牧之原
IC

浜松IC

三
ケ
日
J
C
T

浜松浜北
IC

島田金谷IC

藤枝岡部
IC 清水JCT

富
士
IC

473152

362

52

139

1

1

1

新東名新東名

東名東名

三
遠
南
信

三
遠
南
信

新清水JCT

中
部

横
断

道

中
部

横
断

道

浜松いなさ
JCT

新
富
士
IC

新清水IC

東名⇔新東名間の
連絡ルート
東名⇔新東名間の
連絡ルート

焼津IC

0

5

10

15

20

2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718

前週同時間 事故規制実施時（百台/ｈ）

1.1倍交通量1.１倍
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１３．スマートＩＣの利用状況と期待の声

・ 新東名のスマートＩＣ（２箇所）の開通後３ヶ月間の出入交通量は、静岡ＳＡスマー

トＩＣでは、平日１.５千台/日、休日２.６千台/日でした。

また、浜松ＳＡスマートＩＣでは、平日１.６千台/日、休日３.３千台/日でした。

■スマートＩＣの交通量

■スマートＩＣ開通に向けて期待が膨らむ森町

2.4

5.3
4.3

7.9

0

2

4

6

8

10

5月 6月

（万人）

開通前 開通後

75％増加

50％増加

静岡ＳＡスマートＩＣ
出入交通量

・ これまで高速道路・国道・ＪＲ

も通っていなかった町。新たにで

きた新東名に寄せる町内の期待は

大きい。

・ 観光客からは「早くスマートＩ

Ｃが開通してほしい」と言う声を

聞いています。

町内の観光施設の利用者数

出典：森町 ヒアリング

遠州森町PAスマートIC（仮称）

平成24年４月 連結許可

平成25年度末 開通予定

新東名高速道路

東名高速道路

国道１号
東海道本線

東海道新幹線

2.1

1.6

3.3

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

全日 平日 休日

（千台／日）

1.8
1.5

2.6

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

全日 平日 休日

（千台／日）

出典：NEXCO中日本 交通量計測データ

開通前：平成23年4月17日（日）～7月16日（土）

開通後：平成24年4月15日（日）～7月14日（土）

2.4

1.9

3.5

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

全日 平日 休日

（千台／日）

森掛川ＩＣ利用交通量

約２倍

東京・名

古屋から

の来訪者

あり

浜松ＳＡスマートＩＣ

静岡ＳＡスマートＩＣ

浜松ＳＡスマートＩＣ
出入交通量

開通前：平成23年5月･6月

開通後：平成24年5月･6月

出典：NEXCO中日本 交通量計測データ

開通前：平成23年4月17日（日）～7月16日（土）

開通後：平成24年4月15日（日）～7月14日（土）
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１４．三遠南信自動車道の状況

（１）交通量の変化

・ 新東名に接続する三遠南信自動車道において、新東名開通後３ヶ月間の交通量は、

平日１７百台/日、休日３６百台/日でした。

（２）奥三河地域の医療支援

・ 奥三河地域には、分娩できる医療機関がなく、聖隷三方原病院と連携し県境を越えた

周産期医療体制が形成され、三遠南信自動車道がそのサービス向上に貢献していま

す。

・ 都市部の病院への搬送実績も増加し、地域の医療サービス向上を支援しています。

■県境を越えた体制支援 ■都市部の病院への搬送実績

■東栄病院から三遠南信・新東名を利用した転院搬送実績

約17分約53分約70分１件浜松医大病院

約7分約61分約68分５件豊橋ハートセンター

約7分

約9分

短縮効果高速利用一般道利用

約55分

約48分

約62分

約57分

所要時間搬送
件数

搬送先

６件豊橋市民病院

７件豊川市民病院

約17分約53分約70分１件浜松医大病院

約7分約61分約68分５件豊橋ハートセンター

約7分

約9分

短縮効果高速利用一般道利用

約55分

約48分

約62分

約57分

所要時間搬送
件数

搬送先

６件豊橋市民病院

７件豊川市民病院

16
13

17

24

36

23

0

10

20

30

40

（百台/日）

■位置図 ■三遠南信自動車道の交通量

鳳来峡IC～浜松いなさ北IC
3月4日開通

（ ）は仮称

静岡県

愛知県

交通量断面
浜松いなさ北IC～浜松いなさJCT

4月14日新東名同時開通

出典：国土交通省データ

開通前：平成24年3月 5日（月）～4月13日（金）

開通後：平成24年4月15日（日）～7月13日（土）

42%増

25%増

48%増

聖隷三方原

病院

し ん し ろ

助産所

陣痛がはじまって

から、病院に着く

までの時間が短縮

され、移動中の横

揺れも大幅に少な

く な っ た こ と か

ら、安心して出産

にのぞめます。

しんしろ助産所

医 療 措

置・分娩

健診・保健

指導

豊橋市民病院

東栄病院

豊川市民病院

豊橋ハートセンター

浜松医大病院

出典：新城市消防本部ヒアリング

期間：H24.3.4～H24.7.1東栄町在住女性

東栄町

東栄町

の女性
聖隷三方原病院

健診・保健指導

医療措置・分娩

約15分の

時間短縮

新東名

開通前 開通後

全日

新東名

開通前 開通後

平日

新東名

開通前 開通後

休日
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（３）奥三河地域の観光支援

・ 奥三河周遊観光バスツアーでは、開通区間の利用により、約２０分の移動時間が短縮

し、さらに旅程を調整し、約４０分の観光時間が確保できました。

・ 愛知県北設楽郡豊根村「茶臼山高原」で開催された「芝桜まつり」では、静岡県から

の観光バスが増加しました。

■奥三河周遊観光バスツアー

■茶臼山高原「芝桜まつり」

256

82

7

149

45

4

275

103

28

163

30 22

0

50

100

150

200

250

300

愛知県 静岡県 関東 東海※･近畿 北陸･甲信越 その他

開通前 開通後

（台）

265

313

0

50

100

150

200

250

300

350

開通前 開通後

（千人）
芝桜まつり期間中の来場者数の推移

芝桜まつり観光バスの出発地（方面別）

1.3倍

※愛知県、静岡県を除く

・奥三河バスツアーでは今回開通

区間の利用により、２０分移動時

間が短縮し、さらに旅程を調整

し、４０分の観光時間が確保でき

ました。

更新予定

出典：豊橋鉄道 ヒアリング

出典：観光バスヒアリング

開通前

開通後

・国道257号151号経由だっ

たが、新東名・三遠南信経

由に変更し、所要時間が

短縮された。

【開通前】

豊橋駅

豊川駅
奥三河

周遊

国道151号

【開通後】

豊橋駅

豊川駅
奥三河

周遊

国道151号

国道151号

三遠南信自動車道

約２０分の時間短縮

とよね観光（株）提供

出典：開通前：平成23年5月7日（土）～6月5日（日）

開通後：平成24年5月12日（土）～6月10日（日）


